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１．はじめに

牛首断層は，岐阜県大野郡白川村から富山県中新

川郡立山町に至る，長さ 54 km の右横ずれ断層であ

る（第 1 図）．牛首断層は，断層の平面分布に基づく

吉岡ほか（2005）の区分によれば，全国で 8 番目に

長い活動セグメントとされている．従って，本断層

が引き起こす地震規模を予測する上で，どの範囲が

一度に破壊したかを古地震から推定することは重要

な要素となる．

産業技術総合研究所活断層研究センターでは，

2002 年度より牛首断層の活動履歴調査を実施してき

た．同断層の西部および中央部の 3 地点におけるト

レンチ調査の結果，牛首断層の最新活動時期は約

1,000～500 年前であること，活動間隔は約 4,000～
5,000 年であることが明らかとなってきている（宮下

ほか，2003a，b，2004a，b）．しかし，断層東部につ

いての古地震データは，これまで得られていなかっ

た．

そこで，2004 年度は，断層東部の富山県の旧上新

川郡大山町（2005年 4月より富山県富山市）大双嶺（お

おぞうれい）地域において，人力によるピット掘削

調査を実施した．その結果，牛首断層の最新活動時

期は約 3,800～500 年前であり，約 700～500 年前に

限定される可能性もあることが判明した． 
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２．調査地点の概要

ピット掘削調査地点は，富山県富山市大双嶺地域

内の黒川上流部右岸枝沢の最上流部に位置する．本

地点は尾根上の傾斜変換部にあたり，N80°E 方向に，

長さ約 60 m，幅 1～2 m の直線的な溝状地形が存在

する．溝状地形は東に流下する小沢となっており，

底面には湿地性の堆積物が堆積している．また，南

北方向に延びる尾根および小沢は，この直線谷を境

に右横ずれを示す．当初，この直線谷沿いの 3 ヶ所

においてピットを掘削したが，いずれのピットにお

いても断層は確認されなかった（第 2 図，淡灰色に

塗色した部分）．

一方，地形測量によって作成した平面図には，直

線谷最上部（最東端）の北側に長さ約 10 m，幅約

3 m の小規模な平坦面が明瞭に示されていた（第 2
図）．この平坦面の北端は，比高 1～3 m の逆向き低

崖となっており，その西側延長は鞍部に連続する．

この逆向き低崖を横断するようにピットを掘削した

ところ，明瞭な断層面が露出した（第 2 図，濃灰色

に塗色した部分）．このピットを大双嶺ピットと呼び，

以下に記載する．

３．ピット壁面の地層の記載

大双嶺ピット壁面のスケッチを第 3～5 図に示す．
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また，
14C 年代測定結果を第 1 表に示す．

ピット壁面では，V 字形を示す 2 条の明瞭な断層

面が認められた．ここで，北側の主断層を f1 断層，

南側の断層を f2 断層と呼ぶことにする．f1 断層の北

側には主として基盤岩（流紋岩もしくは石英ヒン岩）

が分布し，南側には堆積物が分布する．本研究では，

f1 断層の南側に分布する地層を上位より，1～8 層に

区分した．以下にそれらの概要を記載する．なお，

トレンチ壁面から採取した試料の
14C 年代測定は，

（株）地球科学研究所を通じて Beta Analytic 社に，テ

フラ分析は，（有）古澤地質調査事務所に依頼した．
14C 年代値について，以下の記載では，１ の暦年較

正値（cal yBP）を用いる．

1 層：表土，炭焼き跡および炭焼きの際の人工改

変と認定される地層である．本層は，表層の落葉や

現世の植物根が密集する 1a 層，亜角礫が点在するシ

ルト層からなる 1b 層，炭化木片を多く含む腐植質シ

ルトで，赤褐色に焼けたシルト片を含む 1c 層，腐植

混じりシルトからなり，基質の固結度が比較的高い

1d 層，炭化木片を含むシルト層からなる 1e 層，炭

焼きによる炭化木片が密集し赤褐色のシルト片を含

む 1f 層，腐植分を多く含むシルトからなる 1g 層に

細分される．1a 層からは，modern および 280～0 cal 
yBP の

14C 年代値が得られた．1b，1c，1e，1f およ

び 1g 層からは，300～150 cal yBP ないし 900～710 
cal yBP にわたる

14C 年代値が得られた．

2 層：ごく少量の炭化木片を含み，褐色を呈する

シルト層である．西壁面の横軸 1.6～2.1 m のみに分

布し，層厚は最大 10 cm である．

3 層：径 0.5～1.5 cm の炭化木片を含み，不規則な

形状の腐植質部を含むシルト層である．西壁面の横

軸 1.7～2.1 m のみに分布し，層厚は最大 15 cm 程度

である．本層の下底面は上位の 2 層と異なり，断面

では深い漏斗状を呈する．本層からは，720～660 cal 
yBP（腐植質部）および 4,830～4,650 cal yBP，5,270
～4,980 cal yBP（炭化木片）の

14C 年代が得られた．

炭化木片の年代値が後述する 4 層に含まれるものと

ほぼ一致することから，本層は 4 層起源のシルトが，

新しく形成された腐植質部と何らかの理由で混在し

たものであると考えられる．

4 層：両壁面の中央部，2 条の断層面に挟まれた部

分に落ち込むように分布するシルト層である．層厚

は最大で 1 m に達する．本層には，径 5 mm 程度の

炭化木片が全体に散在し，稀に径 1 cm 以下の基盤岩

の角礫片が含まれる．本層からは，5,040～4,870 cal 
yBP ないし 5,310～5,080 cal yBP（いずれも炭化木片）

にわたる
14C 年代が得られた．テフラ分析の結果，

本 層 下 半 部 か ら は 広 く 姶 良 Tn テ フ ラ（AT，
26-29 ka：町田・新井，2003）起源の火山ガラスが検

出された．なお，AT は純層が下位の 7 層に挟まれて

おり，本層に含まれる火山ガラスは再堆積相と考え

られる．

5 層：地表付近で分岐した f1 断層に挟まれて分布

するシルト～砂混じりシルト層である．4 層と後述

する 6 層とが混在した層相を呈すること，固結度が

著しく低いこと，f1 断層に挟まれて分布することか

ら，f1 断層による擾乱部と考えられる．

6 層：f1 断層より北側に分布するシルト～シルト

質砂層である．最大径 2～3 cm の基盤岩起源の角礫

が散在することや基質構成粒子の特徴から，基盤岩

が強風化して生成された地層であると推定される．

7 層：f2 断層の南側に分布するシルト～粘土層で

ある．層厚は最大 50 cm 程度である．最大径 1 cm の

基盤岩起源の亜角礫をわずかに含む．f2 断層沿いの

変形を被っている部分は，比較的粗粒で固結度が高

いが，南側は細粒で固結度がやや低くなる．本層最

下部には，AT からなる 2～3 cm のレンズが散在する．

テフラ分析の結果，同じ層準で AT 起源ガラスの濃

集が認められることから，本層最下部は，AT の降下

層準と判断される．

8 層：7 層の下位に分布するシルト～粘土層である．

層厚は 1.2 m 以上である．径 0.5～5 cm の基盤岩起源

の角礫～亜角礫を含む．本層は，礫の含有率および

粒度の変化に富む．すなわち，f2 断層近傍では粗粒

で礫が多く，南側に向かってより細粒粘土質になる．

横軸3 m以南では，上位7層との境界が不明瞭となる．

テフラ分析の結果，本層中部からは，大山倉吉軽石

（DKP，≧ 55 ka：町田・新井，2003）が検出された．

４．断層活動イベント層準の認定とその時期

ピット壁面では，V 字形を示す 2 条の断層（f1 お

よび f2 断層）が認められた．f1 断層は 55° 南傾斜，

f2 断層は 80° 北傾斜を示す．f2 断層は，深さ約 2.5 m
地点で f1 断層に収斂する．

f1 断層は基盤岩，6 層および 5 層と 4 層を境し，

厚さ約 10 cm の断層ガウジを伴う．f2 断層は 8 層と

7 層および 4 層の途中までを変位・変形させている．

8 層の f2 断層近傍の地層は，これに引きずられて急

傾斜を示す．7 層も f2 断層に引きずられるようにし

て撓み込む分布形態を示す．4 層は f1 断層と f2 断層

によって変位を受け，両断層の間に挟まれて落ち込

むように分布しており，その構造全体を人工の地層

である 1 層が覆っている． したがって，4 層堆積後，

1 層堆積前に少なくとも 1 回の断層活動があったこ

とは確実である．

明らかに断層変位を受けた 4 層から得られた試料

のうち，最も新しい年代は，西壁面下部から得られ

た 3,840～3,710 cal yBP である．また，1 層最下部の

1g 層からは，腐植土の年代として 530～480 cal yBP
が，炭化木片の年代として 680～660 cal yBP が得ら

れているが，炭化木片は炭焼きのために運ばれてき

た木材の可能性があるため，ここでは腐植土の年代
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を地層の形成年代とする．なお，東壁面の 1f 層から

得られた年代値（900～710 cal yBP）は，同層から得

られた木片の年代（640～540 cal yBP）と矛盾するた

め，ここでの年代議論からは除外した．以上の検討

から，本ピットにおける最新活動イベントの年代は，

3,840 cal yBP 以降，480 cal yBP 以前となる（第 6 図）．

なお，西壁面のみに分布する 3 層は，4 層起源の

シルトと，より時代の新しい腐植質層が混在した地

層であり，この層が 4 層の上面を削り込んで堆積し

たとは非常に考えにくい．したがって，3 層は 4 層

の変形時もしくは変形直後に，すでにあった表層の

腐植質層を巻き込んで堆積した 4 層起源の崩積堆積

物の可能性が指摘できる．その場合，断層の最新活

動時期は，3 層の腐植質部から得られた年代から，

720 cal yBP 以降に限定されることになる．しかしな

がら，この腐植質部が上位の 1 層からの汚染や，人

工による掘削跡の可能性は否定できない．

５．まとめと今後の課題

牛首断層北東部，富山市大双嶺において，人力に

よるピット掘削調査を実施した．その結果，当地域

の牛首断層の最新活動イベントは，約 3,800～500 年

前に生じたことが明らかとなった．また，3 層をイ

ベント時の崩積堆積物と考えると，イベント年代は

約 700～500 年前に限定される可能性がある．これら

の年代は，牛首断層南西部および中央部における最

新活動時期（約 1,000～500 年前）の範囲に入る（第

6 図）．このことは，少なくとも最新活動としては，

牛首断層全域が（地質学的に見て）同時期に活動し

たことを示唆する．今後は，単位変位量を明らかに

することと周辺に分布する活断層との連動性を明ら

かにすることが必要である．
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第 1 表．大双嶺ピットの
14C 年代測定結果一覧表．

Table 1. Radiocarbon dating results from the Ozorei pit.
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第 1 図．牛首断層位置図．断層線の位置は新編『日本の活断層』による．これまでの
調査地域および調査年を示した．陰影図の作成には国土地理院発行の国土数値
情報 50 m メッシュ（DEM）を使用．

Fig. 1. Active faults in northern central Japan. The Ushikubi fault is 54-km-long right-lateral 
strike-slip fault, which composed of the Atotsugawa fault system. The letter along the 
fault shows surveyed sites and years. Topography from 50 m digital elevation model 
compiled by the Geographical Survey Institute. Faults from maps compiled by Research 
Group for Active Faults of Japan (1991).
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第 3 図．大双嶺ピット各壁面スケッチの展開図．
Fig. 3. Logs of the Ozorei pit. Grid intervals are one meter. Unit 1 is surface soil, humic soil and 

artificial soil, unit 2 is sandy silt, unit 3 is humic silt, unit 4 is silt, unit 5 is sandy silt-silt, unit 
6 is pebbly silt-silty sand, unit 7 is silt-clay and unit 8 is pebbly silt-clay. A is fault breccia, B 
and C are fault gouge of basement rocks (rhyolite-Qtz porphyry), D is aplite dike. The faults 
are shown by red solid lines (f1 and f2).
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第 4 図．大双嶺ピット西壁面のスケッチと
14C 年代値．

Fig. 4. A log and a photograph of west wall of the Ozorei pit. Unit grouping is the same as Fig. 3. 
The locations and estimated 14C ages (cal yBP: calendar calibrated age: 1 sigma) of 
samples are also shown. Red solid circles show sampling points of humic sediments and 
red solid squares show those of charcoals for 14C dating. 
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第 5 図．大双嶺ピット東壁面のスケッチと
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Fig. 5. A log and a photograph of east wall of the Ozorei pit. The locations and estimated ages (14C and 
tephra yBP: calendar calibrated age) of samples are also shown. Unit grouping and tephra 
abbreviations are  the same as Fig. 3. Kg, K-Ah, AT and DKP are tephras showing about 3.1 ka, 
7.3 ka, 26-29 ka and 55 ka, respectively.
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